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「インセッティングコンソーシアム」設立について 

 

株式会社すかいらーくホールディングス（代表取締役社長：金谷実）、株式会社ニチレイフーズ

（代表取締役社長：竹永雅彦）、株式会社 TOWING（代表取締役 CEO：西田宏平）、農林

中央金庫（代表理事理事長：奥和登）は、農業および食品バリューチェーンのカーボンニュートラル、

ネイチャーポジティブへの移行に向けて、「インセッティングコンソーシアム」を設立するとともに、農林中央金

庫の提携先である TOWING 社の高機能バイオ炭を用いて創出されたクレジットを共同で購入することと

なりましたので、お知らせいたします。 

  

 

■ 趣旨・背景 

社会がカーボンニュートラル、ネイチャーポジティブに向かうなか、食品バリューチェーンに関係する企業に

おいては、直接的な温室効果ガス（Green House Gas、以降 GHG）排出のみならず、間接的な

GHG 排出（SCOPE3）であるバリューチェーン上の GHG 削減への取組みが重要な課題となっていま

す。その中でも特に食品企業においては、農業生産現場の GHG 排出削減が難しい課題となっておりま

す。 

農業生産現場をバリューチェーン上にもつコンソーシアムメンバーは、その課題を解決するために

TOWING 社の高機能バイオ炭「宙炭（そらたん）」に着目しました。 「宙炭」とは、国内で発生した植

物残渣や食品加工残渣などを炭化したバイオ炭（多孔体）に、独自スクリーニングした土壌微生物を

付加した農業資材（土壌改良資材）です。 

農業生産現場でのカーボンニュートラル、ネイチャーポジティブを進めるにあたってはこういった新技術が

重要であるとともに、その技術をバリューチェーン全体で支援していく仕組みが肝要であり、今回コンソーシ

アムとして宙炭を用いて初めて発行された農業クレジットを、農林中央金庫の媒介により共同で購入いた

しました。 

 



 

■ TOWING社の取組み・購入するクレジットの概要 

 この度購入するクレジットは、TOWING 社が初めて発行する J-クレジット（バイオ炭の農地施用：

AG-004）となります。なお、バイオ炭の農地施用については、固定吸収/貯留由来のクレジットに分類

され、長期貯留を可能とする高品質なものとして、世界的にも注目を集めるクレジットであるといわれてお

ります。 

 TOWING 社の「宙炭」は、植物残渣、食品加工残渣を原料としているとともに、土壌微生物群を付

着させることにより有機肥料の利用効率の高い農地づくりを実現できることから、一般的なバイオ炭の特

徴である「炭素固定化によるカーボンニュートラル」、「残渣利活用によるサーキュラーエコノミー」に加え、

「減化学肥料・農薬によるネイチャーポジティブ」というサステナビリティにおける３つの主要課題すべてに対

して貢献いたします。 

 

 

■ カーボンインセッティング 

カーボンオフセットとカーボンインセッティングの違いは、GHG 削減行動をバリューチェーン上のどこで行う

かという点にあります。カーボンオフセットは、自社のバリューチェーンの外で行われた GHG の削減・吸収活

動に資金提供することで、自社の排出量を埋め合わせる仕組みです。一方、カーボンインセッティングは、

自社のバリューチェーンの中で GHG 削減に取り組むことで、その効果をバリューチェーン全体で享受する仕

組みです。 

カーボンインセッティングの概念は「SBTi Net Zero Standard（注）」にも記載されており、世界的にも

注目を集める取組みです。例えば、食品関連企業のカーボンインセッティングは、自社のサプライヤーであ

る農業者やステークホルダーである地域社会とのレジリエンスを強化し、長期的に農業者のサステナブルな

農法への移行を支援することを通じて、バリューチェーン全体でのトランジションを促すことができます。 

 

（注）世界の平均気温上昇を 1.5℃未満に抑えることを目的とした国際的なイニシアティブである

「SBTi（Science Based Targets Initiative）」が定める GHG 排出量ネットゼロにかかる基準。 

 

 

■ 目指す姿 

今回購入するＪ-クレジットは、各コンソーシアムメンバーのサプライヤー先で発行されたものではないた

め、インセッティングではありません。現時点ではあくまで農業生産現場の課題解決につながる新技術をク

レジット購入によって支援していくということであり、今後サプライヤーとの調整を経て将来的なインセッティン

グに向けた試行を進めていきます。 

インセッティングコンソーシアムとしては、今後も新しい技術や農法、資材等を追加していくとともに、イン

セッティングの考えに賛同いただける参加企業を増やしていくことで、農業・食品バリューチェーンにおけるト

ランジションを目指します。 

 



 

■ 食品サプライチェーンにおける生産現場のGHG削減サポート（イメージ） 
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【本件に関するお問い合わせ先】 

農林中央金庫 コーポレートデザイン部 広報コミュニケーション班（宮澤、藏方） 

TEL：03-6362-7172 

【個別企業に対してのお問合せ】 

株式会社すかいらーくホールディングス 広報室  

TEL：0422-37-5310   

 


